
薄田大輔　狩野常信様式の成立について─「吉野図屛風」（徳川美術館蔵）の紹介をかねて─
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図2　狩野常信筆「富嶽清見寺図屛風」（宮内庁三の丸尚蔵館蔵）

長久智子　徳川美術館所蔵ドイツ製塩釉灰色藍彩炻器「印花人物文阿蘭陀焼手付水指」─大名道具の「阿蘭陀」としての視座から─

図1　印花人物文阿蘭陀焼手付水指　徳川美術館所蔵



長久智子　徳川美術館所蔵ドイツ製塩釉灰色藍彩炻器「印花人物文阿蘭陀焼手付水指」─大名道具の「阿蘭陀」としての視座から─

図2　印花人物文阿蘭陀焼手付水指
貴婦人像貼付文部分

図3　印花人物文阿蘭陀焼手付水指
ロータス文印花文部分



徳
川
美
術
館
所
蔵
ド
イ
ツ
製
塩
釉
灰
色
藍
彩
炻
器
「
印
花
人
物
文
阿
蘭
陀
焼
手
付
水
指
」

四
一

徳
川
美
術
館
所
蔵
ド
イ
ツ
製
塩
釉
灰
色
藍
彩
炻
器
「
印
花
人
物
文
阿
蘭
陀
焼
手
付
水
指
」

長
　
久
　
智
　
子

─
大
名
道
具
の
「
阿
蘭
陀
」
と
し
て
の
視
座
か
ら
─

　

は　

じ　

め　

に

一　

先
行
研
究

二　

尾
張
徳
川
家
伝
来
「
印
花
人
物
文
阿
蘭
陀
焼
手
付
水
指
」

　
　
（
一
）法
量
及
び
附

　
　
（
二
）技
法

　
　
（
三
）装
飾

　
　
（
四
）墨
書
銘
、
貼
札
及
び
蔵
帳

　
　
（
五
）尾
張
家
十
二
代
徳
川
斉
荘
と
の
関
係

　
　
（
六
）製
作
地
及
び
製
作
年
代

三　

大
名
家
の
ド
イ
ツ
製
塩
釉
藍
彩
炻
器

　
（
一
）富
山
藩
江
戸
藩
邸（
上
屋
敷
）跡（
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
）か
ら
の
出
土
品
例

　
　
（
二
）柳
川
藩
立
花
家
の
伝
世
作
例

　
　
（
三
）「
堀
田
相
模
守
よ
り
拝
領
」
と
伝
わ
る
伝
世
作
例

　

む　

す　

び

は　

じ　

め　

に

徳
川
美
術
館
が
所
蔵
す
る
「
印
花
人
物
文
阿
蘭
陀
焼
手
付
水
指
」（
以
降
「
本
作
品
」
と

略
称
す
る
）は
、
高
三
〇
糎
に
迫
る
大
型
の
ド
イ
ツ
製
ビ
ー
ル
飲
用
器
で
、
知
ら
れ
る
限

り
国
内
に
ま
っ
た
く
類
品
の
な
い
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
本
作

品
に
具
体
的
に
言
及
ま
た
は
検
討
し
た
論
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
舶
載

例
が
極
め
て
少
な
い
ド
イ
ツ
製
塩
釉
灰
色
藍
彩
炻
器
の
重
要
な
伝
世
作
例
と
し
て
、
こ

の
尾
張
徳
川
家
伝
来
「
阿
蘭
陀
焼
」
手
付
水
指
を
取
り
あ
げ
、
製
作
地
・
製
作
年
代
を

考
察
し
た
上
で
、
大
名
道
具
の
中
の
「
阿
蘭
陀
」
と
し
て
の
視
座
か
ら
位
置
づ
け
を
試

み
る
。

「
阿お

ら
ん
だ

蘭
陀
焼や
き

」
と
は
、
江
戸
時
代
に
日
蘭
貿
易
を
通
じ
て
日
本
へ
舶
載
さ
れ
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
製
陶
器
を
指
す
、
江
戸
時
代
か
ら
の
分
類
名
称
で
、
こ
れ
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
陶

器
が
納
め
ら
れ
た
箱
や
用
い
ら
れ
た
茶
会
記
、
ま
た
蔵
帳
な
ど
に
こ
の
表
記
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
。「
阿
蘭
陀
焼
」
と
し
て
近
世
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
製
品
は
、（
一
）錫
白

（
1
）

（
2
）
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四
二

釉
藍
彩
／
錫
白
釉
色
絵
陶
器（
フ
ァ
イ
ア
ン
ス
陶
器
、
オ
ラ
ン
ダ
製
、
一
部
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

製
か
）、（
二
）塩
釉
褐
色
炻
器
：
茶
褐
色
の
化
粧
土
を
施
し
た
の
ち
焼
成
中
に
窯
内
に

塩
を
投
げ
入
れ
る
こ
と
で
釉
薬
と
な
す
／
塩
釉
灰
色
藍
彩
炻
器
：
茶
褐
色
の
化
粧
土
は

用
い
ず
、
白
色
の
胎
土
で
成
形
し
、
コ
バ
ル
ト
彩（
藍
彩
）を
施
し
た
の
ち
焼
成
中
に
窯

内
に
塩
を
投
げ
入
れ
る
こ
と
で
釉
薬
と
な
す（
ス
ト
ー
ン
ウ
ェ
ア
、
ド
イ
ツ
製
）、（
三
）銅

版
転
写
染
付
／
色
絵
陶
器（
ク
リ
ー
ム
ウ
ェ
ア
製
プ
リ
ン
ト
ウ
ェ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
製
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
製
、
フ
ラ
ン
ス
製
な
ど
）の
三
種
類
に
大
別
で
き
る
。
本
稿
で
検
討
す
る
尾
張
徳

川
家
伝
来
の
「
阿
蘭
陀
焼
」
手
付
水
指
は
こ
の
内
の（
二
）塩
釉
灰
色
藍
彩
炻
器
に
該
当

す
る
作
品
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
「
阿
蘭
陀
焼
」
の
う
ち
、
茶
道
具
に
転
用
さ
れ
た
製

品
の
多
く
は（
一
）フ
ァ
イ
ア
ン
ス
陶
器
で
、
特
に
オ
ラ
ン
ダ
・
デ
ル
フ
ト
窯
製
の
錫
白

釉
藍
彩
／
藍
彩
上
絵
の
ア膏

薬

壺

ル
バ
レ
ッ
ロ
は
日
本
で
水
指
に
転
用
さ
れ
て
、
出
土
例
、
伝

世
例
と
も
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
本
作
品
の
よ
う
な
江
戸
時
代
に
舶
載
さ

れ
、
伝
世
し
た
と
確
実
視
で
き
る
ド
イ
ツ
製
塩
釉
灰
色
藍
彩
炻
器
は
、
管
見
の
限
り
わ

ず
か
四
件
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
日
本
国
内
で
ほ
と
ん
ど
流
通
し
な
か
っ
た
稀
少
な
製

品
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
本
作
品
は
す
で
に
舶
載
当
時
か
ら
珍
し
い
種

類
の「
阿
蘭
陀
焼
」
で
あ
り
、
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
尾
張
徳
川
家
の
蔵
帳
類
中
に「
阿

蘭
陀
」
と
称
す
る
道
具
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
こ
ろ
か
ら
み
て
も
、
尾
張
徳
川
家
に
あ
っ

て
も
異
質
な
渡
り
の
道
具
に
映
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
「
阿
蘭
陀
焼
」
に
関
す
る
研
究
は
伝
世
・
出
土

例
の
量
と
比
例
し
て
デ
ル
フ
ト
窯
製
フ
ァ
イ
ア
ン
ス
陶
器
や
幕
末
の
プ
リ
ン
ト
ウ
ェ
ア

に
集
中
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
製
炻
器
が
「
阿
蘭
陀
焼
」
の
中
で
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
こ
と
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
状
況
に
あ
る
。「
阿
蘭
陀
焼
」
が
ひ
と
つ
の
分
野
と
し

て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
お
よ
そ
三
十
年
経
っ
た
今
日
、
出
土
作
例
と
伝
世

作
例
を
併
せ
、
ま
た
近
世
舶
載
工
芸
品
な
ど
と
も
併
せ
み
た
上
で
の
舶
載
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

（
3
）

（
4
）

（
5
）

陶
器
の
体
系
的
考
察
は
、
い
ま
だ
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
と
い
え

る
。
そ
の
意
味
で
も
本
作
品
は
今
後
一
層
十
分
に
検
討
さ
れ
活
用
さ
れ
る
べ
き
資
料
で

あ
る
。

本
稿
は
、
ま
ず
本
作
品
の
作
品
分
析
を
行
い
、
関
連
す
る
出
土
・
伝
世
の
大
名
家
旧

蔵
作
例
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

一　

先
行
研
究

本
稿
に
直
接
関
わ
る
先
行
研
究
に
は
主
に
以
下
の
論
が
あ
る
。

ド
イ
ツ
製
炻
器（
別
称
「
ラ
イ
ン
炻
器
」
と
も
）に
つ
い
て
、D

avid Gaim
ster

（
デ

イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ゲ
イ
ム
ス
タ
ー
）氏
が
そ
の
大
著G

erm
an Stonew

are 1200-1900 : 

A
rchaeology and Cultural H

istory, T
he T

rustee of the British M
useum

, 

London, 1997

で
、
大
英
博
物
館
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
＆
ア
ル
バ
ー
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
ロ
ン
ド
ン
、
以
下
「V&

A

」
と
略
称
）、
ロ
ン
ド
ン
美
術
館
所
蔵
品
を
中
心
に
豊
富
な
資

料
を
交
え
な
が
ら
製
作
技
術
、
窯
構
造
、
欧
米
各
地
の
出
土
品
、
各
製
作
地
の
製
品
の

特
徴
と
年
代
、
販
路
等
を
詳
細
に
説
い
て
、
草
創
期
か
ら
近
代
ま
で
八
百
年
に
及
ぶ
ド

イ
ツ
製
炻
器
の
全
体
像
を
描
き
出
し
て
お
り
、
欧
米
に
お
い
て
ド
イ
ツ
製
炻
器
の
基
本

研
究
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
ド
イ
ツ
製
炻
器
に
つ
い
て
、T

ys V
olker

（
タ
イ
ス
・

フ
ォ
ル
カ
ー
）氏
のPorcelain and the D

utch E
ast India Com

pany: as recorded 

in the D
agh-R

egisters of Batavia Castle, those of H
irado and D

eshim
a and 

other contem
porary papers 1602-82, Rijksm

useum
 voor V

olkenkunde, 

Leiden, 1954
は
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
文
書
か
ら
陶
磁
器
に
関
係
す
る
部
分

を
抜
粋
・
英
訳
し
て
検
討
を
加
え
て
お
り
、
日
蘭
陶
磁
貿
易
を
考
え
る
た
め
の
基
本
文

（
6
）
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四
三

献
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
日
本
側
か
ら
の
ド
イ
ツ
製
炻
器
と
思
し
き
陶
磁
器
の
注
文
に

関
す
る
記
事
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
西
田
宏
子
氏
は
「
茶
陶
の
阿
蘭
陀
」（
展
覧
会
図

録
『
阿
蘭
陀
』　

根
津
美
術
館　

一
九
八
七
年
十
月
）で
、
フ
ォ
ル
カ
ー
一
九
五
四
に
記
載
の

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
記
録
を
引
用
し
、
幕
府
高
官
ら
に
よ
る
、
ド
イ
ツ
製
炻
器

を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
陶
器
注
文
に
触
れ
た
。
し
か
し
、
西
田
氏
が
論
じ
た
注
文
主
の

特
定
に
あ
た
っ
て
は
論
議
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
六
四
〇
年
十
二
月
三
十
日（
寛
永
十
七

年
十
一
月
十
八
日
）に
「stone-baked

」（
とV

olker

氏
が
英
訳
し
た
）陶
器
を
注
文
し
た

Lord Cangadonne

と
い
う
高
官
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
フ
ォ
ル
カ
ー
氏
は
加
賀
藩
主
と

し
て
の
「
加
賀
殿
」
と
解
釈
し
た
が
、
西
田
氏
は
堀
田
加
賀
守
正
盛
で
あ
る
と
論
じ

た
。
今
日
で
も
こ
の
「
加
賀
殿
」
が
加
賀
藩
主
で
あ
る
の
か
、
堀
田
加
賀
守
を
指
す
の

か
、
論
は
分
か
れ
て
い
る
。

櫻
庭
美
咲
氏
は
「
江
戸
時
代
に
舶
載
さ
れ
た
ラ
イ
ン
炻
器
製
酒
器
に
つ
い
て
の

一
試
論
」（『
武
蔵
野
美
術
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
十
号　

一
九
九
九
年
三
月
）で
ゲ
イ
ム
ス

タ
ー
一
九
九
七
か
ら
の
引
用
を
中
心
に
ド
イ
ツ
製
炻
器
の
概
要
を
述
べ
、
ま
た
西
田

一
九
八
七
が
述
べ
た
幕
府
高
官
と
オ
ラ
ン
ダ
商
館
と
の
取
引
を
援
用
し
な
が
ら
、
ド
イ

ツ
製
炻
器
の
舶
載
状
況
を
ま
と
め
て
い
る
。

出
土
品
に
つ
い
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
陶
器
集
成
と
し
て
松
崎
亜
砂
子
氏
「
日
本
出
土

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
陶
磁
器
」（『
掘
り
出
さ
れ
た
都
市 

日
蘭
出
土
資
料
の
比
較
か
ら
』　

日
外
ア
ソ

シ
エ
ー
ツ　

二
〇
〇
二
年
九
月
）、
ま
た
山
口
美
由
紀
氏
「
日
本
出
土
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
陶

磁
」（『
陶
磁
器
流
通
の
考
古
学
』　

ア
ジ
ア
考
古
学
四
学
会
編　

高
志
書
院　

二
〇
一
三
年
十
一

月
）が
出
島
和
蘭
商
館
跡
出
土
品
を
含
め
近
年
ま
で
の
出
土
品
情
報
を
整
理
し
て
い
る
。

ま
た
堀
内
秀
樹
氏
・
金
田
明
美
氏
に
よ
る
「『
陶
磁
の
道
』
以
降
の
ア
ジ
ア
─
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
間
の
陶
磁
器
研
究
と
流
通
研
究
へ
の
視
点
」（『
東
洋
陶
磁
』
四
十
五
号　

東
洋
陶
磁

学
会　

二
〇
一
六
年
三
月
）は
流
通
と
消
費
の
視
点
か
ら
、
近
世
に
お
け
る
日
本
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
の
陶
磁
器
流
通
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
部
出
土
資
料
や
沈
船
資
料
、

研
究
史
上
の
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。

先
行
研
究
は
以
上
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
製
炻
器
の
お
お
よ
そ
の
流
通
を
追
う
こ
と
が
で

き
て
い
る
が
、
伝
世
・
出
土
す
る
作
例
を
個
別
に
分
析
し
た
論
は
櫻
庭
一
九
九
九
が
若

干
試
み
た
以
外
に
は
な
く
、
概
論
の
段
階
に
留
ま
っ
て
い
る
。
本
稿
は
こ
れ
ら
先
行
研

究
を
踏
ま
え
な
が
ら
論
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

二　

尾
張
徳
川
家
伝
来
「
印
花
人
物
文
阿
蘭
陀
焼
手
付
水
指
」

（
一
）法
量
及
び
附

法
量

高 

二
九
・
八
糎　

口
径 

一
二
・
三
糎　

底
径 

一
五
・
〇
糎　
【
図
1
】

附黒
漆
蓋
一
枚
、
箱（
二
方
桟
、
桐
）一
箱

（
二
）技
法

鉄
分
の
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
な
い
白
色
土
を
用
い
た
、
胴
部
中
央
を
や
や
内
側
に
絞
っ

た
轆
轤
成
形
の
円
筒
形
で
、
内
面
に
は
左
回
転
の
轆
轤
成
形
痕
が
残
さ
れ
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
。
先
を
渦
状
に
巻
き
込
ん
だ
手
捻
り
の
把
手
を
一
つ
、
胴
上
部
に
付
け

る
。
ま
た
型
成
形
の
貼
付
文
お
よ
び
印
花
文（
ス
タ
ン
プ
文
）を
胴
部
に
施
す
。
底
部
は

板
起
こ
し
の
後
、
剥
ぎ
痕
を
丁
寧
に
均
し
た
平
底
と
す
る
【
挿
図
1
】。
本
作
品
は
底

部
も
含
め
た
全
面
に
塩
釉
が
掛
か
っ
て
お
り
、
ま
た
口
縁
上
部
の
一
部
に
釉
剥
離
が
み

ら
れ
る
こ
と
、
胴
上
部
の
藍
彩（
コ
バ
ル
ト
彩
）が
口
縁
方
向
へ
流
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

伏
せ
焼
き
さ
れ
た
製
品
と
み
る【
挿
図
2
】。
塩
釉
は
底
部
に
お
い
て
は
や
や
灰
色
が

（
7
）

（
8
）
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）
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四

か
っ
て
発
色
す
る
が
、
胴
部
で
は
よ

く
熔
け
て
濁
り
の
な
い
透
明
色
を
呈

す
る
。
総
体
コ
バ
ル
ト
彩
の
藍
色
は

白
色
に
焼
き
あ
が
っ
た
素
地
の
上
に

発
色
良
く
乗
っ
て
お
り
、
一
部
に
小

さ
な
当
た
り
傷
の
あ
る
の
み
の
上
質

な
完
形
品
で
あ
る
。
な
お
内
面
の
底

部
と
側
面
の
繋
ぎ
部
分
の
焼
成
時
に

生
じ
た
隙
間（
窯
割
れ
）は
日
本
に
お

い
て
漆
留
め
し
て
い
る
。
本
作
品
に

は
黒
漆
塗
蓋
が
添
い
、
ま
た
こ
の
よ

う
に
底
部
内
面
の
窯
割
れ
を
丁
寧

に
黒
漆
で
留
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

細ほ
そ
み
ず
さ
し

水
指
の
類
と
し
て
実
用
に
供
さ
れ

た
か
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
に
意
図

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。

（
三
）装
飾

（
10
）

挿図2　印花人物文阿蘭陀焼手付水指
　口縁部（コバルト彩の流れ）

口
縁
部
か
ら
や
や
下
部
に
一
条
の
稜
線
を
廻
ら
し
、
さ
ら
に
胴
部
中
央
を
囲
む
よ
う

に
上
下
三
条
ず
つ
縄
目
状
の
稜
線
を
廻
ら
せ
る
。
胴
部
中
央
に
は
主
装
飾
と
し
て
三
方

向
に
置
か
れ
た
三
枚
の
貼
付
文
が
あ
る
【
図
2
】。
や
や
楕
円
形
の
貼
付
文
は
二
重
に

な
っ
て
お
り
、
周
縁
部
を
装
飾
枠
と
し
て
、
中
央
部
に
は
半
円
形
に
広
が
る
豪
華
な

ヘ
ッ
ド
・
ピ
ー
ス
と
丸
珠
ネ
ッ
ク
レ
ス
が
特
徴
的
な
正
面
向
き
の
婦
人
像
を
配
す
る
。

ヘ
ッ
ド
・
ピ
ー
ス
を
着
け
た
貴
婦
人
の
風
俗
は
、
当
時
の
陶
磁
器
装
飾
の
常
と
し
て
、

流
行
し
て
い
た
何
ら
か
の
平
面
作
品
─
銅
版
画
、
木
版
画
を
手
本
と
し
て
い
る
の
は
確

か
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
原
画
を
指
摘
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
但
し
、
十
五
世
紀
中
期
か

ら
十
六
世
紀
中
期
に
か
け
て
ド
イ
ツ
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
絵
画
に
大
型
の
ヘ
ッ
ド
・

ピ
ー
ス
を
着
け
る
貴
婦
人
の
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
図
像
の
源
泉
を
こ

の
地
域
・
時
代
に
求
め
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
こ
の
貴
婦
人
像
の
周
囲
を
取
り
囲
ん

で
広
が
る
装
飾
枠
は
上
部
に
獅
子
文
を
配
し
、
余
白
は
触
角
を
持
つ
奇
妙
な
線
状
虫
で

充
填
し
て
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期（
十
六
世
紀
中
期
）の
グ
ロ
テ
ス
ク
文
風
と
す
る
。
胴
部

三
方
向
の
貼
付
文
の
間
隙
に
は
、
上
下
か
ら
ハ
ー
ト
状
の
ロ
ー
タ
ス
文
を
三
つ
組
み
合

わ
せ
る
矢
先
形
の
装
飾
を
印
花
文
で
表
現
す
る
【
図
3
】。
藍
彩
は
縄
目
状
の
稜
線
の

間
、
お
よ
び
中
央
の
文
様
帯
の
背
景
部
分
に
施
す
。

（
四
）墨
書
銘
、
貼
札
及
び
蔵
帳

箱
蓋
の
表
に
「
阿
蘭
陀
焼
手
付
御
水
指
」
と
墨
書
が
あ
る
【
挿
図
3
】。
ま
た
蓋
裏

に
は
「（
○
に
「
納
」
印
）　

拾
八
番
」「（
朱
）天
／
水
指
／（
墨
）拾
三

」
と
墨
書
の
あ

る
紙
札
二
枚
を
貼
る
。

一
方
、
十
九
世
紀
に
お
け
る
尾
張
徳
川
家
・
御
数
寄
道
具
の
移
動
・
登
録
替
え
を
記

録
し
た
帳
で
あ
る
「
御
数
寄
屋
方
御
道
具
帳 

御
茶
器
御
道
具　

三
」（
什
器
旧
原
簿
一
一
）

に
は
「（
朱
書
）に
五
／（
墨
）一　

阿
蘭
陀
焼
手
附
御
水
指　

壱
／
樅も
み

箱
入
浅
黄
絹
綿
入

袋
入
／
丸
之
内
ニ
人
物
上
下
ニ
筋
彫
有
之
／
蓋
黒
塗
／
損
繕
幷
底
ニ
ヘ
ケ
有
／（
以
下
朱

書
）天
保
十
五
辰
二
月　

御
側
江
差
上
候
／
於
江
戸
御
戻
之
上
嘉
永
元
申
三
月
尾
州
江
為

御
差
登
／
右
納
判　

十
八
番
江
組
入
」
と
あ
り
、
本
作
品
と
特
徴
・
整
理
番
号
と
も
一

致
す
る
。
な
お
こ
れ
以
前
に
遡
り
う
る
本
作
品
に
関
係
す
る
文
書
史
料
は
今
の
と
こ
ろ

見
当
た
ら
な
い
。
さ
て
こ
の
帳
の
記
述
か
ら
、
本
作
品
は
少
な
く
と
も
天
保
十
五
年

（
11
）

（
12
）

挿図1　印花人物文阿蘭陀焼手付水指
　底部
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四
五

（
一
八
四
四
）二
月
に
は
す
で
に
尾
張
徳

川
家
の
御
数
寄
屋
方
道
具
に
な
っ
て
い

た
こ
と
、
こ
の
時
「
表
道
具
」（
藩
の
公

用
品
）か
ら
当
主
の
身
近
に
置
く
「
側

道
具
」（
当
主
の
私
物
）
に
登
録
替
え
を

行
っ
た
こ
と
、
江
戸
藩
邸
に
お
い
て
再

び
「
表
道
具
」
に
登
録
替
え
さ
れ
た

の
ち
、
嘉
永
元
年（
一
八
四
八
）三
月
に

名
古
屋
へ
戻
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
こ
の
一
連
の
出
来
事

が
起
き
た
時
期
に
在
職
し
て
い
た
当

主
は
、
十
二
代
徳
川
斉な

り
た
か荘（

在
職
・
天

挿図3　印花人物文阿蘭陀焼手付水指　箱蓋表　墨書

保
十
年〔
一
八
三
九
〕〜
弘
化
二
年〔
一
八
四
五
〕）及
び
十
三
代
徳
川
慶よ
し
つ
ぐ臧（

在
職
・
弘
化
二
年

〔
一
八
四
五
〕〜
嘉
永
二
年〔
一
八
四
九
〕）で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
二
人
の
当
主
の
在
職
期
間

中
に
、
本
作
品
は
江
戸
も
し
く
は
名
古
屋
で
側
道
具
に
登
録
替
え
さ
れ
、
再
び
表
道
具

へ
登
録
さ
れ
た
後
、
斉
荘
の
死
後
、
慶
臧
の
在
職
中
に
江
戸
か
ら
本
来
の
管
理
地
で
あ

る
名
古
屋
へ
戻
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

（
五
）尾
張
家
十
二
代
徳
川
斉
荘
と
の
関
係

帳
の
記
述
か
ら
、
本
作
品
は
十
二
代
斉
荘
の
側
道
具
と
な
っ
た
時
期
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
特
筆
す
べ
き
は
、
斉
荘
が
尾
張
徳
川
家
に
は
珍
し
い
茶
人
大
名
で
あ
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
尾
張
徳
川
家
は
近
世
大
名
諸
家
中
最
高
の
家
格
を
誇
る
大
大

名
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
格
に
ふ
さ
わ
し
く
、
藩
祖
・
徳
川
義
直
が
父
で
あ
る
天
下
人
・

徳
川
家
康
よ
り
分
配
さ
れ
て
以
来
、
世
上
に
知
ら
れ
た
名
物
道
具
を
多
数
所
持
し
て
い

た
。
数
寄
道
具
も
同
じ
く
家
康
以
来
の
名
物
揃
い
で
知
ら
れ
、『
玩が

ん

貨か

名め
い

物ぶ
つ

記き

』（
著
者

不
明
、
万
治
三
年〔
一
六
六
〇
〕刊
行
）で
は
「
尾
張
様
」
が
徳
川
将
軍
家
に
次
ぐ
数
量
の
名

物
茶
の
湯
道
具
を
所
持
し
て
い
た
と
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
名
物
道
具
は
私
事
の
茶
の
湯

に
用
い
る
の
で
は
な
く
、
御
成
を
は
じ
め
公
の
場
で
の
接
待
に
用
い
ら
れ
る
道
具
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
道
具
を
所
持
し
た
初
代
義
直
は
じ
め
代
々
の
当
主
た
ち

が
、
儀
礼
上
必
要
な
知
識
と
し
て
の
傾
倒
で
、
つ
ま
り
の
め
り
込
み
す
ぎ
る
こ
と
な
く

茶
の
湯
に
接
し
て
い
た
の
に
対
し
、
斉
荘
は
役
目
以
上
の
熱
意
を
も
っ
て
茶
の
湯
に
接

し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
斉
荘
と
茶
の
湯
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
す
で
に
佐
藤
豊
三

氏
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
援
用
し
て
こ
の
項
を
考
察
し
た
い
。
斉
荘

は
文
化
七
年（
一
八
一
〇
）十
一
代
将
軍
徳
川
家い
え
な
り斉
の
第
十
二
子
と
し
て
江
戸
城
内
で
生

ま
れ
、
四
歳
の
時
、
御
三
卿
・
田
安
徳
川
家
三
代
斉な

り
ま
さ匡（

家
斉
の
異
母
弟
）の
養
子
と
な

る
。
そ
の
後
、
天
保
八
年（
一
八
三
七
）に
田
安
徳
川
家
の
四
代
目
当
主
と
な
っ
た
も
の

の
、
天
保
十
年
に
十
二
代
将
軍
家い

え
よ
し慶
の
命
で
、
尾
張
徳
川
家
十
二
代
と
な
っ
た
。
斉
荘

は
翌
年
、
尾
張
に
初
め
て
入
国
し
、
四
十
日
滞
在
の
後
、
再
び
江
戸
へ
出
府
す
る
。

天
保
十
四
年
再
び
尾
張
へ
入
国
し
、
翌
天
保
十
五
年
二
月
再
び
出
府
し
た
。
な
お
こ

の
年
十
二
月
二
日
を
も
っ
て
「
弘
化
」
に
改
元
さ
れ
て
い
る
。
弘
化
二
年（
一
八
四
五
）

三
月
、
田
安
徳
川
家
斉
匡
の
第
十
子
鎰か
ず
ま
る丸（

同
年
八
月
家
督
相
続
、
尾
張
徳
川
家
十
三
代

慶
臧
）を
養
子
に
し
、
七
月
に
三
十
六
歳
で
江
戸
に
て
薨
去
し
た
。
斉
荘
は
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）、
十
三
歳
で
「
知ち

止し

斎さ
い

」
と
号
し
て
若
年
の
頃
か
ら
茶
の
湯
、
書
画
に
親

し
ん
で
お
り
、
裏
千
家
十
一
代
玄
々
斎
宗
室（
一
八
一
〇
〜
一
八
七
七
）と
も
親
し
く
交
流

を
持
っ
た
。
天
保
十
一
年
に
は
玄
々
斎
か
ら
茶
の
湯
秘
伝
書
を
伝
授
さ
れ
て
も
い
る
。

こ
の
よ
う
な
斉
荘
の
茶
の
湯
へ
の
傾
倒
ぶ
り
は
も
は
や
大
名
の
嗜
み
を
超
え
、
尾
張
徳

川
家
代
々
当
主
中
で
唯
ひ
と
り
茶
人
大
名
と
評
さ
れ
る
所
以
と
な
っ
た
。

さ
て
、
本
作
品
の
移
動
に
つ
い
て
の
記
録
が
残
る
前
出
の
「
御
数
寄
屋
方
御
道
具
帳 

（
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四
六

御
茶
器
御
道
具　

三
」
に
は
、
天
保
十
一
年
三
月
に
「
江
戸
江
御
差
下
」、
天
保
十
五

年
二
月
に
「
江
戸
江
御
為
御
持
」
し
た
道
具
が
数
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
を
新
た
に
指
摘

し
た
い
。
例
え
ば
「
御
分
物
／
御
名
物
／
一　

あ
か
ね
や
茄
子
御
茶
入
／（
朱
字
）天
保

十
一
子
三
月
江
戸
江
御
差
下
／
弘
化
四
未
三
月
尾
州
江
為
御
差
登
」
と
あ
る
の
は
「
漢

作
茄
子
茶
入　

銘 
茜
屋　

大
名
物
」
が
天
保
十
一
年
に
江
戸
へ
運
ば
れ
た
記
述
で
あ

る
し
、「
権
現
様
御
譲
／
御
名
物
／
一　

大
高
麗
御
茶
碗　

荒
木
攝
津
守
所
持
／（
朱
字
）

天
保
十
五
辰
二
月
江
戸
江
御
持
セ
／
弘
化
四
未
三
月
尾
州
江
為
御
差
登
」
と
あ
る
の
は
、

「
井
戸
茶
碗　

銘 

大
高
麗　

大
名
物
」
が
天
保
十
五
年
に
江
戸
へ
運
ば
れ
た
記
述
で
あ

る
。
こ
の
帳
に
拠
れ
ば
、
ほ
か
多
数
の
「
御
分
物
」「
御
譲
」「
御
名
物
」
道
具
が
天
保

十
一
年
お
よ
び
十
五
年
に
名
古
屋
か
ら
江
戸
へ
運
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
大
移

動
は
二
度
と
も
斉
荘
が
名
古
屋
か
ら
出
府
す
る
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。
持
ち
出
し
の

理
由
に
つ
い
て
佐
藤
二
〇
〇
三
で
は
、
天
保
十
一
年
の
道
具
運
び
出
し
は
、
天
保
十
四

年（
一
八
四
三
）三
月
九
日
に
行
わ
れ
た
将
軍
徳
川
家
慶
の
尾
張
徳
川
家
江
戸
藩
邸
・
戸

山
屋
敷
「
御
通
抜
」
と
い
う
一
大
行
事
で
の
飾
り
道
具
と
す
る
た
め
で
は
な
い
か
と
論

じ
て
い
る
の
だ
が
、
や
は
り
三
年
も
前
に
大
切
な
道
具
類
を
名
古
屋
か
ら
江
戸
へ
大
量

に
持
ち
出
す
こ
と
は
準
備
と
し
て
は
早
す
ぎ
る
と
考
え
る
。
名
古
屋
か
ら
江
戸
へ
の
道

具
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
こ
の
天
保
十
四
年
「
御
通
抜
」
に
遡
る
こ
と
、
寛
政
五
年

（
一
七
九
三
）三
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た
将
軍
家
斉
に
よ
る
御
成
に
関
す
る
記
録
『
和

田
戸
山
御
成
記
』（
寛
政
五
年
）に
、「（
前
略
）け
ふ
の
御
も
て
な
し
の
御
調
度
と
も
は
ミ

な
御
宝
に
て
尾
張
／
国
よ
り
は
こ
ひ
も
て
来
り
し
も
の
な
る
か
程
も
な
く
築
地
の
御
屋

／
敷
な
る
御
蔵
へ
は
こ
ひ
行
て
舟
よ
そ
お
ひ
し
尾
張
国
の
御
宝
蔵
／
へ
送
り
か
り
そ
め

に
造
ら
れ
し
御
調
度
ひ
と
つ
と
し
て
／
の
こ
し
給
は
す
み
な
御
宝
の
数
に
入
ら
れ
た
る

よ
し
聞
傳
え
し（
後
略
）」
と
あ
り
、
江
戸
で
の
用
が
済
め
ば
、
速
や
か
に
蔵
屋
敷
へ
運

び
、
蔵
屋
敷
内
に
設
け
た
船
着
場
か
ら
海
路
名
古
屋
へ
道
具
を
運
び
返
し
た
様
子
が
知

（
14
）

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
帳
の
記
録
に
よ
る
と
、
斉
荘
治
世
中
に
名
古
屋
か
ら
江
戸
へ

移
さ
れ
た
道
具
は
斉
荘
の
死
後
、
つ
ま
り
斉
荘
の
御
用
が
済
ん
だ
弘
化
四
年
三
月
に
名

古
屋
へ
戻
さ
れ
て
い
る
。
斉
荘
が
二
度
に
わ
た
っ
て
江
戸
へ
運
ん
だ
「
御
名
物
」
を
多

数
含
む
道
具
は
、「
御
成
」「
御
通
抜
」
と
い
っ
た
江
戸
藩
邸
で
の
公
式
行
事
を
想
定
し

て
の
事
前
準
備
で
は
な
く
、
斉
荘
の
茶
の
湯
熱
が
嵩
じ
て
の
、
個
人
的
な
、
し
か
も
恐

ら
く
異
例
の
指
示
と
し
て
江
戸
へ
運
ば
れ
た
よ
う
に
み
え
る
の
で
あ
る
。

帳
の
記
録
と
当
時
の
背
景
を
鑑
み
る
と
、
本
作
品
が
尾
張
徳
川
家
に
い
つ
入
っ
た
の

か
は
不
明
で
あ
る
。
十
九
世
紀
の
帳
が
初
出
で
あ
る
か
ら
、
蔵
の
中
で
長
ら
く
存
在
を

忘
れ
ら
れ
た
道
具
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
将
軍
家
斉
の
実
子
と
し
て
思
い
の
ま
ま
茶

の
湯
道
楽
に
没
頭
し
て
い
た
十
二
代
斉
荘
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
師
で
あ
り
友
で
あ

り
、
茶
の
湯
道
具
選
別
の
「
目
」
で
あ
っ
た
玄
々
斎
と
と
も
に
見
出
さ
れ
、
斉
荘
の
二

度
目
の
出
府
に
従
っ
て
側
道
具
と
し
て
運
ば
れ
、
そ
の
後
、
さ
ら
に
公
式
行
事
に
も
耐

え
う
る
表
道
具
に
格
上
げ
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
本
作
品
は
、
玄
人
跣
の
茶
人
・
斉
荘

に
よ
っ
て
御
家
伝
来
の
「
御
名
物
」
た
ち
と
対
等
の
価
値
を
与
え
ら
れ
た
道
具
と
い
え

る
。

（
六
）製
作
地
お
よ
び
製
作
年
代

次
に
本
作
品
の
製
作
地
お
よ
び
製
作
年
代
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
作
品
は
、
全
く

同
じ
貼
付
文
を
持
つ
ド
イ
ツ
製
炻
器
の
ビ
ー
ル
飲
用
器t

タ
ン
カ
ー
ド

ankard

［
英
］（H

フ

ン

ペ

ン

um
pen

［
独
］）

が
、V

&
A

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
今
回
判
明
し
た
。
こ
のV

&
A

所
蔵
タ
ン

カ
ー
ド（
登
録
番
号
：1940-1855

）【
挿
図
4
】
は
、
高
二
六
・
八
糎
、
口
径
七
・
〇
糎
、

底
径
九
・
四
糎
、
把
手
を
含
む
幅
一
〇
・
五
糎
の
細
長
い
円
筒
形
で
、
本
作
品
よ
り
は

や
や
小
さ
い
も
の
の
、
同
種
の
製
品
で
あ
る
。
当
初
の
把
手
は
欠
損
し
、
金
属
製
把
手

を
後
補
し
て
い
る
ほ
か
状
態
は
良
好
で
あ
る
。
胴
上
部
に
幅
の
細
太
ま
ち
ま
ち
に
八
条

（
15
）

（
16
）



徳
川
美
術
館
所
蔵
ド
イ
ツ
製
塩
釉
灰
色
藍
彩
炻
器
「
印
花
人
物
文
阿
蘭
陀
焼
手
付
水
指
」

四
七

ま
た
、
ロ
ー
レ
ル
葉
で
枠
取
り
し
、
上
部
に
側
面
観
の
馬
頭
部
と
「1594

」
の
数
字
、

そ
の
下
に
唐
草
状
の
カ
ル
ト
ゥ
ー
シ
ュ
に
囲
ま
れ
た
楯
文
の
貼
付
文
が
胴
部
正
面
に
あ

り
、
こ
の
貼
付
文
中
に
騎
乗
す
る
騎
士
と
「I E

」
の
文
字
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
る
【
挿

図
5
】。「1594

」
は
紛
れ
な
く
製
作
年
で
あ
り
、「I E

」
は
こ
れ
を
製
作
し
た
工
房
の

マ
ス
タ
ーJ

ヤ
ン
・

an E

エ
メ
ン
ス
・

m
ens M

メ
ン
ニ
ッ
ケ
ン

ennicken

の
頭
文
字
で
あ
る
。
陶
工
メ
ン
ニ
ッ
ケ
ン
一
族

は
ド
イ
ツ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
時
代
に
名
を
興
し
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
地
方
の
ジ
ー
ク
ブ
ル

ク
の
西
、R

レ
ー
レ
ン

aeren

（
現
ベ
ル
ギ
ー
）で
活
躍
し
、
一
五
九
〇
年
代
に
は
財
政
的
な
理
由
に

よ
っ
てW

ヴ
ェ
ス
タ
ー
ヴ
ァ
ル
ト

esterw
ald

地
方
の
都
市K

コ
ブ
レ
ン
ツ

oblenz

の
北
に
位
置
す
るG

グ
レ
ン
ザ
ウ

renzau

に
移
っ
て

活
動
し
て
い
た
と
み
ら
れ
て
い
る
【
地
図
1
】。
ザ
ク
セ
ン
のH

ハ
ル
ツ

arz

山
地
か
ら
産
出
す

る
コ
バ
ル
ト
を
微
細
な
ガ
ラ
ス
粉
と
混
ぜ
た
顔
料
「s

ス
マ
ル
ト

m
alt

」
を
用
い
て
、
化
粧
土
を

施
さ
な
い
灰
色
土
に
藍
彩
を
施
し
た
い
わ
ゆ
る
塩
釉
灰
色
藍
彩
炻
器
は
、
ヤ
ン
・
エ
メ

ン
ス
・
メ
ン
ニ
ッ
ケ
ン
が
一
五
八
〇
年
代
に
レ
ー
レ
ン
窯
で
発
展
さ
せ
た
技
術
と
さ
れ

て
お
り
、
ヴ
ェ
ス
タ
ー
ヴ
ァ
ル
ト
に
移
っ
て
か
ら
も
こ
の
技
術
を
用
い
、
鉄
分
の
多
い

化
粧
土
を
用
い
た
従
来
の
茶
褐
色
の
塩
釉
炻
器
を
駆
逐
し
て
ヴ
ェ
ス
タ
ー
ヴ
ァ
ル
ト
の

炻
器
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

V
&

A

所
蔵
タ
ン
カ
ー
ド
の
胴
部
側
面
の
貼
付
文
【
挿
図
6
】
は
、
本
作
品
の
貼
付

文
の
貴
婦
人
像
部
分
と
全
く
同
一
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
こ
の
二
作
品
が
同
じ
工
房
製
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、V

&
A

所
蔵
作
品
に
施
さ
れ
た
小
花
形
の
貼
付
文

は
、
同
じ
く
ヴ
ェ
ス
タ
ー
ヴ
ァ
ル
ト
の
グ
レ
ン
ザ
ウ
に
あ
っ
たJ

ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・

ohannes K

カ
ル
ブ

alb

の
工

房
に
帰
属
さ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
カ
ル
ブ
工
房
が
こ
の
頃

ヤ
ン
・
エ
メ
ン
ス
・
メ
ン
ニ
ッ
ケ
ン
の
工
房
と
協
働
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
カ
ル
ブ
工
房
の
活
動
時
期
の
下
限
は
一
六
二
〇
年
代
ま
で
と
現
在
考
え
ら
れ

て
お
り
、
例
え
ば
古
い
装
飾
型
を
使
い
回
す
こ
と
を
し
て
い
れ
ば
、V

&
A

所
蔵
作
品

の
製
作
年
代
は
上
限
一
五
九
四
年
、
下
限
一
六
二
〇
年
代
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
と
い

（
17
）

の
稜
線
を
、
ま
た
下
部
に
四
本
の
稜
線
を
廻
ら
せ
る
。
胴
部
中
央
、
把
手
と
相
対
す
る

正
面
方
向
に
楕
円
形
の
貼
付
文
を
一
枚
、
ま
た
そ
の
両
側
面
に
上
下
二
枚
の
楕
円
形
の

貼
付
文
を
、
ま
た
そ
れ
ら
の
主
貼
付
文
の
間
隙
に
小
花
形
の
貼
付
文
を
十
枚
配
す
る
。

挿図4　塩釉灰色藍彩炻器タンカード
　ヴィクトリア＆アルバート・
　ミュージアム（ロンドン）所蔵
　©Victoria ＆ Albert Museum, 
　London

挿図5　塩釉灰色藍彩炻器タンカード
　正面紀年銘貼付文部分
　©Victoria ＆ Albert Museum,  London



徳
川
美
術
館
所
蔵
ド
イ
ツ
製
塩
釉
灰
色
藍
彩
炻
器
「
印
花
人
物
文
阿
蘭
陀
焼
手
付
水
指
」

四
八

う
。
但
し
、
こ
のV

&
A

所
蔵
作
品
の
正
面
に
配
さ
れ
た
楯
と
紀
年
銘
の
あ
る
貼
付
文

は
、
恐
ら
く
い
ず
れ
か
の
名
族
や
町
の
紋
章
で
あ
っ
て
、
彼
ら
の
記
念
す
べ
き
年
と
し

て
年
紀
が
入
れ
ら
れ
た
特
別
注
文
品
と
見
做
し
て
よ
い
。
よ
っ
て
、
こ
の
作
品
の
製
作

年
は
、
貼
付
文
に
あ
る
と
お
り
、
一
五
九
四
年
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

本
作
品
とV

&
A

所
蔵
タ
ン
カ
ー
ド
に
共
通
す
る
貴
婦
人
像
デ
ザ
イ
ン
の
貼
付
文
は

ほ
か
に
も
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美
術
館（
ア
メ
リ
カ
）に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
判
明

し
た
【
挿
図
7
】。
高
二
四
・
四
糎
、
胴
幅
一
三
・
〇
糎
の
こ
の
作
品
の
胴
部
中
央
に

も
、
衣
装
が
や
や
簡
略
化
さ
れ
面
貌
も
若
干
異
な
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
貴
婦
人

像
貼
付
文
が
あ
り
、
こ
こ
に
も
記
さ
れ
て
い
る
「I E

」
の
頭
文
字
か
ら
、
本
作
品
や

V
&

A

所
蔵
タ
ン
カ
ー
ド
同
様
、
ヴ
ェ
ス
タ
ー
ヴ
ァ
ル
ト
の
ヤ
ン
・
エ
メ
ン
ス
・
メ
ン

ニ
ッ
ケ
ン
工
房
の
製
作
と
知
ら
れ
る
。
な
お
そ
の
下
の
数
字
「9 0

」
は
一
五
九
〇
年

（
18
）

挿図6　塩釉灰色藍彩炻器タンカード
　貴婦人像貼付文部分
　©Victoria ＆ Albert Museum, London



徳
川
美
術
館
所
蔵
ド
イ
ツ
製
塩
釉
灰
色
藍
彩
炻
器
「
印
花
人
物
文
阿
蘭
陀
焼
手
付
水
指
」

四
九

挿図7　塩釉灰色藍彩炻器ジャグ
　フィラデルフィア美術館所蔵

と
い
う
年
紀
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
頸
部
に
「I E

」「9 5
」
と
い
う
頭
文
字
と
年
紀
が

あ
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
こ
の
製
品
は
一
五
九
〇
年
か
ら
一
五
九
五
年
に
製
作
さ
れ
た

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
同
形
式
の
貴
婦
人
像
貼
付
文
を
施
す
ヤ
ン
・
エ
メ
ン
ス
・
メ
ン
ニ
ッ
ケ

ン
工
房
の
作
例
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
本
作
品
の
製
作
年
代
を
一
五
九
〇
年
代
に
、

ま
た
製
作
地
を
ド
イ
ツ
・
ヴ
ェ
ス
タ
ー
ヴ
ァ
ル
ト
地
方
、
グ
レ
ン
ザ
ウ
の
ヤ
ン
・
エ
メ

ン
ス
・
メ
ン
ニ
ッ
ケ
ン
工
房
と
結
論
す
る
。

三　

大
名
家
の
ド
イ
ツ
製
塩
釉
藍
彩
炻
器

次
に
、
ド
イ
ツ
で
製
作
さ
れ
た
本
作
品
に
類
す
る
炻
器
製
品
が
ど
の
よ
う
な
経
路
で

日
本
へ
舶
載
さ
れ
、
大
名
た
ち
の
手
に
渡
り
、
伝
世
ま
た
は
出
土
し
た
の
か
を
考
察
し

た
い
。

（
19
）

ま
ず
、
陶
磁
器
に
関
係
す
る
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
関
係
史
料（
フ
ォ
ル
カ
ー

一
九
五
四
）の
中
か
ら
、
明
ら
か
に
ド
イ
ツ
製
炻
器
を
指
す
で
あ
ろ
う
記
事
を
抽
出
し
た
。

（
1
）一
六
五
八
年
十
一
月
三
十
日
付
、B

ブ
ー
ヘ
リ
オ
ン

oucheljon

な
る
人
物
の
レ
ポ
ー
ト

「（
前
略
）But if possible they should be m

ade of Cologne or Syburgh 

earth w
hich tankards are m

ade of.

」（「
可
能
で
あ
る
な
ら
そ
れ
ら
の
製
品
は

コ
ロ
ー
ニ
ュ
か
ジ
ー
ク
ブ
ル
ク
製
の
タ
ン
カ
ー
ド
が
よ
い
」）

（
2
）一
六
五
八
年
十
二
月
十
四
日
付
バ
タ
ヴ
ィ
ア
か
ら
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
分
室
へ

「（
前
略
）som

e earthen and w
ooden m

odels 

…are dem
anded for the 

Em
peror, Councillor of the Realm

 and other Great O
nes, to be 

m
odelled and baked of Cologne or Sijburghse fine earth

…
」（「
い
く

つ
か
の
陶
器
製
・
木
製
の
模
型（
型
）の
と
お
り
の
、
皇
帝（
徳
川
将
軍
）、
幕
閣

高
官
へ
の
コ
ロ
ー
ニ
ュ
か
ジ
ー
ク
ブ
ル
ク
製
陶
器（
炻
器
）」

（
3
）一
六
六
五
年
六
月
二
十
五
日
付

「the Councillor of the Realm
, M

innosam
a* has the goods he had 

orderd

…tw
o

（sm
all jugs

） of Cologne stonew
are.

」（「
幕
閣
高
官
で
あ
る
ミ

ノ
サ
マ
は
コ
ロ
ー
ニ
ュ
製
の
注
文
品
の
小
型
ジ
ャ
グ
を
所
持
し
て
い
る
」）

（*

稲
葉
美
濃
守
正
則〔
一
六
二
三
〜
一
六
九
六
〕、
当
時
は
老
中
職
） **（ 

）内
・
傍
線
は
筆
者

こ
れ
ら
の
記
事
で
言
及
さ
れ
て
い
るC

コ
ロ
ー
ニ
ュ

ologne 

［
英
］、
つ
ま
り
ド
イ
ツ
の
都
市K

ケ
ル
ン

öln
は
、
ジ
ー
ク
ブ
ル
ク（
こ
こ
で
は
蘭
でSyburgh

／Sijburghse

「
ジ
ー
ク
ブ
ル
ク
の
」
と
表

記
さ
れ
る
）と
と
も
に
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
地
方
の
炻
器
製
作
の
中
心
地
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
。
西
田
一
九
八
七
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
陶
器
が
日
本
で
商
品
と
な
っ
た
記

事
の
初
見
は
一
六
三
〇
年
三
月
九
日
付
、
商
館
員C

ク
ー
ン
ラ
ー
ト
・

oenraedt C

ク
ラ
ー
メ
ル

ram
er

の
日
誌
で
あ



徳
川
美
術
館
所
蔵
ド
イ
ツ
製
塩
釉
灰
色
藍
彩
炻
器
「
印
花
人
物
文
阿
蘭
陀
焼
手
付
水
指
」

五
〇

挿図8　東京大学本郷キャンパス
　（富山藩江戸藩邸）出土　ドイツ炻器片

る
。「
九
日　
（
前
略
）三
百
個
の
上
等
の
陶
器
─
大
・
中
の
盛
皿
、
並
皿
、
ス
ー
プ
皿
、

ソ
ー
ス
入
等
か
ら
な
る
。
こ
れ
は
エ
ラ
ス
ム
ス
号
の
船
長
ラ
ン
ブ
レ
ヒ
ト
・
イ
ェ
ロ
ニ

ム
ス
の
も
の
で
、
彼
は
こ
れ
を
希
望
す
る
日
本
人
に
売
ろ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
よ
い

値
段
で
売
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た（
後
略
）」。
こ
の
よ
う
に
初
め
こ
そ
日
本
人
の
関

心
を
惹
か
な
か
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
陶
器
で
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
日
本
人
の
好

む
か
た
ち
や
材
質
が
理
解
さ
れ
て
ゆ
く
と
次
第
に
状
況
は
変
わ
り
、
好
ん
で
入
手
し
よ

う
と
す
る
日
本
人
も
現
れ
て
き
た
。
以
降
一
六
六
五
年
頃
ま
で
が
、
記
録
で
確
か
め
る

こ
と
の
で
き
る
日
本
へ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
陶
器
舶
載
の
ひ
と
つ
の
ピ
ー
ク
で
あ
り
、
こ

れ
以
降
は
記
録
に
残
ら
な
い
少
量
の
私
貿
易
品
と
し
て
取
引
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
西

田
一
九
八
七
が
指
摘
す
る
と
お
り
一
六
三
〇
年
代
か
ら
一
六
六
〇
年
代
に
か
け
て
が
日

本
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
陶
器
が
舶
載
さ
れ
た
一
つ
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
本
作
品
や
伝
世
・
出
土
の
類
品
も
こ
の
時
期
に
舶
載
さ
れ
た
製
品
で
あ
る
蓋
然
性

が
極
め
て
高
い
。
ド
イ
ツ
製
炻
器
が
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
北
欧
、「
新
天
地
」

ア
メ
リ
カ
大
陸
の
入
植
地
、
台
湾
や
日
本
ま
で
運
ば
れ
た
黄
金
時
代
は
十
七
世
紀
中
期

で
あ
り
、
十
八
世
紀
に
入
る
と
新
し
い
や
き
も
の
─
ド
イ
ツ
製
磁
器
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

製
陶
器
の
台
頭
に
圧
さ
れ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
貿
易
陶
磁
と
し
て
の
時
代
は
終
焉
を
迎

え
る
。
も
ち
ろ
ん
十
七
世
紀
の
製
品
が
、
十
八
世
紀
に
な
っ
て
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
商
品
と

い
う
位
置
づ
け
で
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
も
全
く
否
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
や
は
り

ま
ず
は
、
ド
イ
ツ
製
炻
器
が
日
本
へ
舶
載
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
生
産
と
流
通
の
盛

期
で
あ
っ
た
十
七
世
紀
前
期
か
ら
中
期
に
置
く
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
一
）富
山
藩
江
戸
藩
邸（
上
屋
敷
）跡（
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
）か
ら
の
出
土
品
例

そ
れ
で
は
尾
張
徳
川
家
以
外
、
ほ
か
の
大
名
家
に
も
同
種
の
ド
イ
ツ
製
炻
器
は
入
っ

て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
富
山
藩
上
屋
敷
跡
の
土
坑
か
ら
日
本
製
の
ほ
か
中
国
製
・
朝
鮮

（
20
）

（
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）

半
島
製
・
オ
ラ
ン
ダ
の
デ
ル
フ
ト
窯

製
・
ト
ル
コ
の
イ
ズ
ニ
ー
ク
製
と

い
っ
た
外
国
陶
磁
器
類
陶
片
と
と

も
に
、
十
七
世
紀
ド
イ
ツ
製
炻
器

片
【
挿
図
8
】
の
出
土
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ

ス
内
、
医
学
部
附
属
病
院
の
東
端
に

位
置
す
る
こ
の
遺
構
は
、
寛
永
十
六

年（
一
六
三
九
）以
前
は
加
賀
藩
前
田

家
下
屋
敷
の
敷
地
内
で
あ
り
、
そ
れ

（
22
）

以
降
は
富
山
藩
上
屋
敷
の
敷
地
に
含
ま
れ
た
エ
リ
ア
で
あ
る
。
炻
器
片
が
出
土
し
た
採

土
坑SK

299

の
覆
い
土
の
一
部
は
焼
土
層
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
下
層
か
ら
一
六
六
〇

〜
七
〇
年
代
の
肥
前
磁
器
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
藩
邸
も
全
焼
し
た
大
火
「
天
和
の

大
火
」（
天
和
二
年〔
一
六
八
二
〕）に
よ
っ
て
被
災
し
、
廃
棄
さ
れ
た
陶
器
類
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
出
土
し
た
ド
イ
ツ
製
炻
器
片
は
細
長
い
注
ぎ
口
の
下
部
に
獣
面
貼
付
文
を
あ

ら
わ
し
、
さ
ら
に
胴
下
部
に
蓮
弁
文
様
の
彫
文
と
藍
彩
を
施
し
た
、
塩
釉
褐
色
炻
器
片

（
一
〇
・
三
糎
×
八
・
三
糎
）で
あ
る
。
本
炻
器
片
は
櫻
庭
一
九
九
九
で
指
摘
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
シ
ュ
ナ
ベ
ル
カ
ン
ネ（Schnabelekanne

［
独
］）と
呼
ば
れ
る
細
長
い
口
を
持

つ
ジ
ャ
グ
の
一
部
で
、
製
作
地
は
櫻
庭
一
九
九
九
が
想
定
す
る
レ
ー
レ
ン
窯
ま
た
は
、

本
稿
で
は
ヴ
ェ
ス
タ
ー
ヴ
ァ
ル
ト
製
の
可
能
性
も
併
せ
て
指
摘
し
た
い
。
本
炻
器
片
に

み
ら
れ
る
激
し
い
被
熱
痕
は
天
和
の
大
火
に
よ
る
と
考
え
て
よ
い
こ
と
か
ら
、
こ
の

ジ
ャ
グ
が
一
六
八
二
年
以
前
に
舶
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
類
品
の
シ
ュ
ナ
ベ
ル
カ

ン
ネ
の
装
飾
形
式
か
ら
考
え
て
十
六
世
紀
末
期
か
ら
十
七
世
紀
前
期
の
製
品
と
考
え
て

よ
い
。
現
存
寸
か
ら
考
え
る
と
、
当
初
は
高
三
〇
糎
近
い
製
品
と
予
測
で
き
る
。

（
23
）



徳
川
美
術
館
所
蔵
ド
イ
ツ
製
塩
釉
灰
色
藍
彩
炻
器
「
印
花
人
物
文
阿
蘭
陀
焼
手
付
水
指
」

五
一

富
山
藩
は
、
加
賀
藩
の
支
藩
と
し
て
加
賀
前
田
家
三
代
利と
し
つ
ね常（

在
職
：
慶
長
十
年

〔
一
六
〇
五
〕〜
寛
永
十
六
年〔
一
六
三
九
〕）が
寛
永
十
六
年
に
第
二
子
利と
し
つ
ぐ次
に
十
万
石
を
与

え
て
立
藩
さ
せ
た
。
こ
の
富
山
藩
上
屋
敷
の
遺
構
は
先
述
の
と
お
り
寛
永
十
六
年
以
前

は
加
賀
藩
邸
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
罹
災
し
て
廃
棄
さ
れ
た
陶
器
類
に
茶
道
具
が
多

く
混
じ
る
こ
と
、
ま
た
富
山
藩
関
係
の
文
献
史
料
に
利
次
が
利
常
よ
り
貰
い
受
け
た
茶

道
具
が
天
和
二
年
の
大
火
で
焼
失
し
た
由
が
記
さ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、
炻
器

片
と
と
も
に
出
土
し
て
い
る
中
国
・
龍
泉
窯
製
青
磁
三
足
香
炉
や
青
磁
算
木
文
花
生
、

建
窯
の
天
目
と
い
っ
た
茶
道
具
は
利
次
か
ら
分
配
の
御
道
具
で
あ
っ
た
可
能
性
が
極
め

て
高
い
と
み
ら
れ
て
い
る
。
上
記
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
茶
道
具
類
と
伴
出
し
た
ド
イ

ツ
製
藍
彩
炻
器
片
も
ま
た
、
茶
道
具
類
同
様
、
加
賀
前
田
家
三
代
利
常
が
在
職
期
間
中

に
入
手
し
、
利
次
に
分
配
さ
れ
た
道
具
で
あ
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
二
）柳
川
藩
立
花
家
の
伝
世
作
例

柳
川
藩
立
花
家
に
伝
来
し
た
ド
イ
ツ
製
塩
釉
灰
色
藍
彩
炻
器
ジ
ャ
グ（
以
降
「
立
花
家

伝
世
品
」
と
略
称
す
る
）は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
わ
ず
か
に
『
日
蘭

関
係
資
料
Ⅱ
─
長
崎
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
１
８
０
集
─
』）に
口
絵
で
紹
介
さ
れ
て

い
た
作
品
で
あ
る
。
立
花
家
伝
世
品
は
高
二
一
・
八
糎
、
口
径
四
・
三
〜
五
・
五
糎
、

胴
径
一
五
・
五
糎
、
底
径
九
・
五
糎
、
重
一
一
二
〇
ｇ
、
焼
き
締
ま
っ
た
把
手
付
水
注

で
あ
る
【
挿
図
9
】。
桐
箱
の
蓋
表
に
墨
書
「
古
和
蘭
陀
焼
／
取
手
水
注
」、
箱
底
面
に

貼
紙
札
墨
書
「
新
三
號
」
と
あ
る
。
ま
た
、
頸
部
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
陶
器
レ
キ
ュ
ト
ス

の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
形
に
開
く
頸
部
を
模
し
て
口
縁
に
向
か
っ
て
開
き
、
把
手
と
相
対
す

る
正
面
に
獣
耳
を
持
ち
、
舌
を
出
す
奇
妙
な
髭
面
の
人
物
面（
恐
ら
く
フ
ォ
ー
ン
）を
貼

付
文
と
す
る
【
挿
図
10
】。
肩
上
部
に
は
三
弁
の
花
弁
状
の
彫
文
様
が
展
開
し
、
花
弁

の
隙
間
を
ハ
ッ
チ
ン
グ
で
充
填
す
る
。
胴
部
中
央
は
八
弁
の
薔
薇
文
を
印
花
で
隙
間

（
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（
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）

（
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）

挿図9　柳川藩立花家伝来
　塩釉灰色藍彩炻器手付ジャグ
　立花家史料館所蔵

挿図10　柳川藩立花家伝来
　塩釉灰色藍彩炻器手付ジャグ

人面貼付文部分



徳
川
美
術
館
所
蔵
ド
イ
ツ
製
塩
釉
灰
色
藍
彩
炻
器
「
印
花
人
物
文
阿
蘭
陀
焼
手
付
水
指
」

五
二

な
く
配
し
、
そ
れ
ら
の
薔
薇
を
唐
草
彫
文
で
波
打
つ
よ
う
に
繋
ぐ
。
腰
下
部
は
蓮
弁

文
、
高
台
側
面
は
縄
目
文
を
廻
ら
せ
る
。
獣
耳
人
物
文
、
花
弁
文
、
薔
薇
唐
草
文
の

余
白
、
蓮
弁
に
コ
バ
ル
ト
彩（
藍
彩
）を
施
す
。
底
部
は
平
底
で
器
全
面
施
釉
と
し
て
お

り
、
ま
た
胴
部
に
熔
着
痕
が
あ
る
こ
と
か
ら
あ
る
い
は
何
ら
か
の
支
持
材
を
用
い
て
焼

成
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
る
。
こ
の
立
花
家
伝
世
品
に
特
徴
的
な
、
左
右
に
蛇
行

す
る
薔
薇
唐
草
文
は
レ
ー
レ
ン
窯
の
一
五
九
〇
年
代
か
ら
一
六
二
〇
年
代
に
か
け
て
の

製
品
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
【
挿
図
11
】。
こ
う
し
た
類
品
か
ら
み
て
、
立
花
家
伝
世

品
も
レ
ー
レ
ン
窯
の
十
六
世
紀
末
期
か
ら
十
七
世
紀
前
期
の
製
品
と
考
え
る
。
製
作

か
ら
遠
か
ら
ぬ
時
期
に
舶
載
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
初
代
立
花
宗む

ね
し
げ茂（

在
職
：
元
和
六
年

〔
一
六
二
〇
〕〜
寛
永
十
五
年〔
一
六
三
八
〕）、
ま
た
は
二
代
忠た
だ
し
げ茂（

在
職
：
寛
永
十
五
年
〜
寛
文

四
年〔
一
六
六
四
〕）の
頃
に
入
手
し
た
か
と
想
定
で
き
る
も
の
の
、
蔵
帳
ほ
か
文
献
史
料

で
追
う
こ
と
は
難
し
い
。
ち
な
み
に
立
花
家
伝
来
品
に
は
も
う
一
点
、
や
や
時
代
が
下

る
か
と
思
わ
れ
る
把
手
付
灰
色
藍
彩
炻
器
ジ
ャ
ー
、
お
よ
び
幕
末
か
ら
明
治
時
代
初
期

に
舶
載
さ
れ
た
プ
リ
ン
ト
ウ
ェ
ア
の
皿
二
枚
も
残
さ
れ
て
お
り
、
平
戸
・
出
島
の
オ
ラ

ン
ダ
商
館
か
ら
の
舶
載
品
を
手
に
入
れ
や
す
い
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

（
三
）「
堀
田
相
模
守
よ
り
拝
領
」
と
伝
わ
る
伝
世
作
例

西
田
一
九
八
七
で
紹
介
さ
れ
た
ド
イ
ツ
製
塩
釉
灰
色
藍
彩
炻
器
ジ
ャ
グ（
個
人
蔵
、

以
下
「
個
人
蔵
伝
世
品
」）は
、
総
高
三
六
・
一
糎
、
口
径
四
・
九
×
六
・
三
糎
、
胴
径

一
九
・
二
糎
、
底
径
九
・
七
糎
の
大
型
製
品
で
あ
る
【
挿
図
12
】。
頸
部
が
レ
キ
ュ
ト

ス
の
頸
部
形
に
開
き
、
正
面
に
人
面
貼
付
文
を
付
け
る
【
挿
図
13
】。
肩
上
部
は
二
重

丸
文
を
印
花
で
、
ま
た
幾
何
学
文
様
を
彫
文
で
表
現
し
、
文
様
内
の
余
白
を
ハ
ッ
チ
ン

グ
で
充
填
す
る
。
胴
下
部
は
蓮
弁
文
を
彫
文
で
あ
ら
わ
し
、
コ
バ
ル
ト
彩（
藍
彩
）を
肩

部
や
蓮
弁
に
施
す
。
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
製
作
・
取
付
け
ら
れ
た
金
属
製
の
蓋
が
把
手

に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
個
人
蔵
伝
世
品
は
大
き
く
膨
ら
ん
だ
胴
部
と
口
部
の

開
き
方
、
胴
下
部
の
蓮
弁
文
と
肩
部
の
ハ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の
造
形
的
特
徴
か
ら
、
ヴ
ェ

ス
タ
ー
ヴ
ァ
ル
ト
で
十
七
世
紀
前
期
に
製
作
さ
れ
た
作
品
と
み
な
し
て
よ
い
。
こ
の

ジ
ャ
グ
に
付
随
す
る
箱
の
蓋
表
に
は
「
拜
領
／
阿
蘭
陀
焼
／
ド
ウ
ビ
ン
」
墨
書
、
蓋
裏

に
「
堀
田
相
模
守
正
亮
公
／
享
保
十
八
年
丑
十
月
／
七
日
被
為
入
拜
領
／
真
弥
」
と
墨

書
が
あ
る
。
こ
の
箱
書
を
信
じ
れ
ば
、
老
中
首
座
も
務
め
た
幕
閣
・
堀
田
相
模
守
正ま

さ
す
け亮

（
一
七
一
二
〜
六
一
）か
ら
拝
領
の
品
で
あ
る
が
、「
正
亮
」
と
実じ
つ

名み
ょ
うを
記
す
点
、「
拜
領

入
ら
せ
ら
る（
傍
線
筆
者
）」と
い
う
書
札
礼
に
な
い
表
現
で
あ
る
点
に
不
審
が
あ
る
。
な

お
、
文
献
史
料
か
ら
こ
の
享
保
十
八
年（
一
七
三
三
）十
月
七
日
、
堀
田
正
亮
は
領
地
・

佐
倉
に
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
作
品
に
関
し
て
は
、「
堀
田
相
模
守
様
か
ら
某
に
下

さ
れ
た
」
と
い
う
伝
来
が
口
伝
の
よ
う
な
か
た
ち
で
付
随
し
て
伝
世
し
、
近
代
に
な
っ

（
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挿図11　塩釉灰色藍彩炻器ジャグ　大英博物館所蔵
　（BM MLA 1855, 12-1, 180, Bernal Collection）



徳
川
美
術
館
所
蔵
ド
イ
ツ
製
塩
釉
灰
色
藍
彩
炻
器
「
印
花
人
物
文
阿
蘭
陀
焼
手
付
水
指
」

五
三

挿図12　塩釉灰色藍彩炻器ジャグ　個人蔵挿図13　塩釉灰色藍彩炻器ジャグ　人面貼付文部分

て
そ
の
旨
を
蓋
に
墨
書
し
た
と
み
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会

社
の
記
録
に
あ
る
「
加
賀
殿
」
を
、
老
中
職
も
務
め
た
幕
閣
・
堀
田
「
加
賀
守
」
正
盛

（
一
六
〇
九
〜
五
一
）と
み
る
と
、
正
盛
─
正
俊
─
正
武
─
正
亮
と
堀
田
家
で
の
作
品
の

伝
世
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
一
方
で
は（
一
）で
考
察
し
た
よ
う
に
、「
加
賀
」

前
田
家
に
も
同
様
に
ド
イ
ツ
製
藍
彩
炻
器
が
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
の
で
、「
加
賀
殿
」
を
特
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
幕
府
高
官

と
し
て
堀
田
正
盛
が
こ
う
し
た
希
少
な
高
級
舶
来
品
を
手
に
し
て
い
た
可
能
性
は
十
分

に
あ
り
、
こ
の
個
人
蔵
伝
世
品
は
伝
・
大
名
家
伝
世
と
し
て
今
後
も
検
討
さ
れ
る
べ
き

重
要
な
作
例
と
い
え
る
。

む　

す　

び

ド
イ
ツ
製
炻
器
を
含
め
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
陶
器
が
日
本
へ
運
ば
れ
た
第
一
の
ピ
ー
ク

を
一
六
三
〇
年
代
か
ら
一
六
六
〇
年
代
に
お
く
と
、
本
作
品
の
よ
う
に
十
六
世
紀
末
期

ま
で
製
作
年
代
を
上
げ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
製
品
は
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
商
品
の
扱
い

で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
で
は
製
作
年
代
の
違
い
に
は
関
係
な
く

流
通
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が
残
る
。
十
七
世
紀
前
期
か
ら
中
期
に

か
け
て
の
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
に
様
々
な
ド
イ
ツ
製
炻
器
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
が
、
描
か
れ
た
時
代
と
描
か
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
製
炻
器
は
ほ
ぼ
同
時
代
で

あ
る
。
も
し
く
は
、
本
作
品
の
よ
う
な
製
品
は
舶
載
の
ピ
ー
ク
に
先
行
し
て
や
や
早
い

時
期
に
日
本
へ
運
ば
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ず
、
舶
載
時
期
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討

課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
装
飾
性
の
高
い
大
型
の
塩
釉
藍
彩
炻
器
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い

て
も
高
級
陶
器
で
あ
っ
て
、
富
裕
な
市
民
階
級
の
間
で
、
こ
れ
も
高
級
品
で
あ
っ
た
白

ワ
イ
ン
等
を
注
ぐ
容
器
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
同
じ
ド
イ
ツ
製
炻
器
で
も
、
日
本
国



徳
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藍
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焼
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五
四

内
で
一
定
数
の
出
土
・
伝
世
例
の
知
ら
れ
る
フ
レ
ッ
ヒ
ェ
ン
窯
製
人
面
貼
付
文
塩
釉
褐

色
炻
器
ジ
ャ
グ（
い
わ
ゆ
る
「
髭
徳
利
」）が
、オ
ラ
ン
ダ
で
も
日
常
的
に
使
用
さ
れ
る
ビ
ー

ル
や
オ
イ
ル
、
酢
等
の
容
器
・
ま
た
飲
用
器
で
、
さ
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
で

は
こ
れ
を
水
銀
運
搬
容
器
と
し
て
使
用
し
て
い
た
こ
と
に
比
べ
る
と
、
高
級
品
で
あ
る

ヴ
ェ
ス
タ
ー
ヴ
ァ
ル
ト
や
レ
ー
レ
ン
窯
製
の
塩
釉
藍
彩
炻
器
は
、
献
上
品
の
よ
う
な
役

割
で
日
本
に
運
ば
れ
た
と
み
て
よ
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
藍
彩
炻
器
は
、

貴
重
な
舶
載
品
が
献
上
さ
れ
る
地
位
の
人
物
、
す
な
わ
ち
徳
川
将
軍
や
幕
閣
・
大
大
名

ら
に
し
か
渡
ら
な
か
っ
た
製
品
で
あ
り
、
舶
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
陶
器
「
阿
蘭
陀
焼
」

の
中
で
も
ほ
と
ん
ど
流
通
し
な
い
特
別
品
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

さ
ら
に
、
大
名
家
伝
世
・
出
土
の
藍
彩
炻
器
の
中
で
、
本
作
品
の
み
タ
ン
カ
ー

ド（
筒
形
の
ビ
ー
ル
飲
用
器
）で
、
ほ
か
は
ジ
ャ
グ
で
あ
る
こ
と
も
理
由
は
不
明
で
あ
る

が
、
特
殊
な
点
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
本
稿
の
考
察
に
よ
っ
て
、
本
作
品
は
、

一
五
九
〇
年
代
に
ド
イ
ツ
・
ヴ
ェ
ス
タ
ー
ヴ
ァ
ル
ト
地
方
の
炻
器
生
産
地
グ
レ
ン
ザ
ウ

の
、
ヤ
ン
・
エ
メ
ン
ス
・
メ
ン
ニ
ッ
ケ
ン
工
房
で
製
作
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
ラ
イ
ン
河
を

上
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
の
貿
易
拠
点
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
へ
運
ば
れ
、
さ
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
東
イ

ン
ド
会
社
の
船
に
よ
っ
て
日
本
へ
渡
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ

の
舶
載
時
期
は
十
七
世
紀
前
期
と
み
て
よ
い
。
平
戸
か
出
島
か
い
ず
れ
か
の
オ
ラ
ン
ダ

商
館
か
ら
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、
な
ぜ
こ
の
タ
ン
カ
ー
ド
が
尾
張
徳
川
家
へ
も
た
ら
さ

れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
水
指
の
装
飾
文
様
に
ひ
と
つ
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
貴
婦
人
像
貼
付
文
に
注
目
し
て
き
た
が
、
こ
の
ほ

か
胴
部
に
施
さ
れ
た
ロ
ー
タ
ス
文
の
印
花
文
を
三
つ
組
み
合
わ
せ
た
装
飾
文
は
、
偶
然

と
は
い
え
、
ど
こ
か
「
三
ツ
葉
葵
紋
」
の
葵
に
似
て
い
な
く
も
な
い
の
で
あ
る
【
図

3
】。
三
ツ
葉
葵
紋
が
徳
川
将
軍
家
と
そ
の
一
門
の
紋
章
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た

オ
ラ
ン
ダ
人
が
、
こ
の
ロ
ー
タ
ス
文
印
花
文
を
そ
れ
に
見
立
て
て
、
あ
る
い
は
将
軍
へ

の
献
上
品
の
ひ
と
つ
と
し
て
日
本
へ
運
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で

推
論
に
す
ぎ
な
い
。
本
稿
で
確
実
に
い
え
る
こ
と
は
、
本
作
品
が
オ
ラ
ン
ダ
商
館
か
ら

直
接
尾
張
徳
川
家
に
も
た
ら
さ
れ
た
製
品
と
は
考
え
に
く
く
、
十
七
世
紀
前
期
に
長
崎

に
渡
り
、
将
軍
家
ま
た
は
幕
府
高
官
へ
の
貴
重
な
献
上
品
と
し
て
い
く
つ
か
の
手
を
経

た
の
ち
、
天
保
十
五
年（
一
八
四
四
）ま
で
に
は
御
三
家
・
尾
張
徳
川
家
の
道
具
と
し
て

蔵
に
納
ま
り
、
そ
の
後
、
尾
張
家
十
二
代
斉
荘
が
自
身
の
茶
の
湯
道
具
に
抜
擢
す
る
こ

と
で
新
し
く
価
値
づ
け
を
行
っ
た
作
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
本
作
品
が
天
保
期
か
ら
嘉
永
期
に
か
け
て
名
古
屋
と
江
戸
を
移
動
し
た
と
い

う
記
録
が
あ
る
先
述
の
「
御
数
寄
屋
方
御
道
具
帳
」
に
は
、ほ
か
に
四
つ
の
「
阿
蘭
陀
」

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

一　

阿
蘭
陀
焼
御
水
次　

壱
／
桐
箱
入
白
木
綿
単
和
巾
包
／
蓋
摘
手
之
繋
キ
上
下
縁
其

外
所
々
真
鍮
／（
朱
字
）明
治
四
未
十
月　

妻
木
務
江
被
下
相
成
事

一　

阿
蘭
陀
御
水
指　

壱
／
桐
遠
州
好
箱
入
宗
中
書
付
／
白
木
綿
単
和
巾
包
／
染
付
細

／
蓋
黒
塗　

口
所
之
ホ
ツ
レ
損
繕
有
／（
朱
字
）天
保
十
二
丑
十
月　

江
戸
江
御
差

下
同
月
御
側
差
上
右
御
箱
書
付
出
来
／
於
江
戸
御
戻
之
上
嘉
永
元
申
三
月
尾
州
江

為
御
差
登
／
同　

四
十
六
番
江
組
入

一　

阿
蘭
陀
竹
輪
色
絵
模
様
御
蓋
置　

壱
／（
朱
字
）天
保
十
二
丑
八
月　

新
御
殿
廻
り

　

嘉
永
三
戌
八
月
納
／
右
伺
番
江
組
入　

合
併

一　

阿
蘭
陀
焼
三
ツ
足
梅
松
模
様
御
燭
䑓　

壱
／
杉
箱
入
袋
付
木
綿
単
和
巾
包
／
請
皿

花

真
銀
／
脚
付
根
獅
子
／
惣
目
方
弐
百
三
拾
六
匁
／
損
繕
小
疵
有
／（
朱
字
）天

保
十
二
丑
八
月
新
御
殿
廻
り
／
嘉
永
三
戌
八
月
納

こ
の
う
ち
「
阿
蘭
陀
御
水
指
」
に
つ
い
て
は
、
近
代
に
流
出
し
た
も
の
の
今
日
も
別
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五
五

註（
1
）　
「
炻
器
」
はs

ス
ト
ー
ン
ウ
ェ
ア

tonew
are

［
英
］
を
近
代
日
本
で
翻
訳
し
て
生
ま
れ
た
用
語
で
、「
炻
」
は

そ
の
時
に
作
ら
れ
た
字
で
あ
る
。
欧
米
と
日
本
で
の
定
義
分
類
に
は
乖
離
が
あ
り
、
近
年
陶

磁
用
語
の
定
義
を
見
直
す
動
き
も
生
ま
れ
て
い
る（
二
〇
一
七
年
度
東
洋
陶
磁
学
会
全
国
大

会
）。
本
稿
で
は
『
角
川 

日
本
陶
磁
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
二
年
八
月
）で
の
定
義

（
七
七
三
頁
、
執
筆 

櫻
庭
美
咲
氏
）に
従
っ
て
、
施
釉
・
無
釉
を
問
わ
な
い
、
有
色
胎
土
、

焼
成
温
度
一
一
五
〇
〜
一
二
〇
〇
℃
の
や
き
も
の
を
「
炻
器
」
と
す
る
。

（
2
）　
「
お
ら
ん
だ
」
の
表
記
方
法
は
様
々
あ
り
、「
和
蘭
」「
和
蘭
陀
」
の
ほ
か
「
お
ら
ん
多
」

な
ど
も
あ
る
。
ま
た
「
紅
毛
焼
」「
紅
毛
」
と
記
し
た
も
の
も
あ
る
。

（
3
）　

フ
ァ
イ
ア
ン
ス
陶
器
と
は
、
イ
タ
リ
ア
・
マ
ヨ
リ
カ
陶
器
の
技
術
を
応
用
し
て
十
六
世
紀

後
期
か
ら
十
七
世
紀
に
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
で
発
達
し
た
錫
釉
陶
器
を
指
す
。

（
4
）　

ク
リ
ー
ム
ウ
ェ
ア
と
は
十
八
世
紀
中
期
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
ウ
ェ
ジ
ウ
ッ

ド
が
生
ん
だ
陶
器
。
胎
土
に
白
色
粘
土
と
フ
リ
ッ
ト
を
加
え
、
鉛
釉
を
掛
け
る
こ
と
で
磁
器

の
よ
う
に
白
く
光
沢
の
あ
る
陶
器
で
、
磁
器
の
代
替
品
と
し
て
プ
リ
ン
ト
ウ
ェ
ア
の
素
地
に

用
い
ら
れ
た
。

（
5
）　

徳
川
美
術
館
所
蔵
品
、
後
述
す
る
柳
川
藩
立
花
家
伝
来
品（
二
件
）、
個
人
蔵
の
藍
彩
炻
器

ジ
ャ
グ
の
四
件
で
あ
る
。

（
6
）　

本
稿
で
は
引
用
文
献
に
つ
い
て
は
敬
称
を
略
し
、「
姓 

発
行
年
」
で
表
記
す
る
。

（
7
）　

明
治
五
年
十
二
月
三
日
を
も
っ
て
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
の
明
治
六
年
一
月
一
日
に
変
更
さ
れ

る
ま
で
、
和
暦（
太
陰
太
陽
暦
）と
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
は
対
応
し
な
い
日
が
存
在
す
る
。
本
稿

で
はCA

SIO
 Com

puter.Co.,Ltd

が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
供
し
て
い
る
旧
暦
変
換
サ
ー
ビ

ス（https://keisan.casio.jp/exec/system
/1240128137　

二
〇
一
九
年
一
月
十
四
日
確

所
に
伝
世
し
て
お
り
、
錫
白
釉
に
コ
バ
ル
ト
彩（
藍
彩
）で
幾
何
学
文
を
描
い
た
オ
ラ
ン

ダ
・
デ
ル
フ
ト
製
の
ア
ル
バ
レ
ッ
ロ
で
あ
る
。
こ
れ
は
在
府
中
の
斉
荘
の
下
へ
運
ば

れ
、「
側
道
具
」
に
管
理
替
え
さ
れ
、
玄
々
斎（
宗
中
）の
箱
書
も
江
戸
で
行
っ
た
様
子

が
分
か
る
。
こ
の
種
の
デ
ル
フ
ト
製
「
水
指
」
は
舶
載
の
第
一
次
ピ
ー
ク
で
あ
る
十
七

世
紀
の
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
一
定
数
運
ば
れ
て
き
て
茶
の
湯
道
具
に
用
い
ら
れ
て

い
る
が
、
尾
張
徳
川
家
に
お
い
て
は
阿
蘭
陀
渡
り
の
道
具
は
古
く
か
ら
の
「
名
物
」
道

具
と
肩
を
並
べ
ら
れ
る
道
具
で
は
な
く
、
表
に
出
さ
れ
る
こ
と
な
く
長
ら
く
蔵
で
埃
を

被
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
本
稿
で
考
察
し
た
ド
イ
ツ
製
灰
色
藍
彩
炻
器

手
付
水
指
と
同
じ
く
、
斉
荘
と
玄
々
斎
が
価
値
づ
け
し
た
道
具
で
、
特
に
こ
の
ア
ル
バ

レ
ッ
ロ
は
玄
々
斎
の
箱
書
を
附
け
る
こ
と
で
「
斉
荘
お
好
み
の
道
具
」
と
し
て
強
く
価

値
づ
け
さ
れ
た
道
具
で
あ
る
。
ほ
か
デ
ル
フ
ト
製
品
の
「
阿
蘭
陀
」
に
は
今
日
も
徳
川

美
術
館
に
残
る
錫
白
釉
色
絵
陶
器
、
お
そ
ら
く
も
と
も
と
は
ナ
プ
キ
ン
リ
ン
グ
で
あ
る

「
阿
蘭
陀
御
蓋
置
」
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
帳
に
よ
れ
ば
某
に
下
げ
渡
さ
れ
た
と
さ
れ

る
素
材
不
明
の
「
阿
蘭
陀
焼
御
燭
䑓
」
に
つ
い
て
は
天
保
十
二
年（
一
八
四
一
）に
、
当

時
隠
居
の
身
で
あ
っ
た
十
代
斉な

り
と
も朝
の
隠
居
屋
敷
「
新
御
殿
」（
名
古
屋
城
内
）へ
移
管
さ
れ

た
こ
と
が
分
か
る
。
帳
か
ら
は
、
天
保
期
の
尾
張
徳
川
家
に
お
い
て
当
主
た
ち
が
「
阿

蘭
陀
」
の
道
具
に
目
を
か
け
、
側
道
具
、
表
道
具
と
し
て
出
蔵
さ
せ
た
様
子
を
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
十
九
世
紀
に
、「
阿
蘭
陀
」
に
関
す
る
学
問
や
技

術
一
般
、
ま
た
「
阿
蘭
陀
」
と
い
う
名
の
も
と
に
括
ら
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
は
じ
め
と

し
た
海
外
の
風
俗
・
文
物
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
中
で
、
ド
イ
ツ
製
灰
色
塩
釉
藍
彩
炻
器
「
阿
蘭
陀
焼
」
手
付
水
指
は
、
茶
の

湯
に
傾
倒
し
、
伝
来
の
古
い
道
具
の
中
か
ら
、
自
分
の
価
値
観
に
沿
う
道
具
を
選
択
し

直
し
、
玄
々
斎
書
付
と
い
う
か
た
ち
で
評
価
付
け
し
よ
う
と
試
み
た
斉
荘
の
眼
に
、
中

世
以
来
の
唐
物
に
比
肩
し
う
る
、新
し
い「
唐
物
」と
映
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

本
稿
で
は
尾
張
徳
川
家
伝
来
「
阿
蘭
陀
焼
」
手
付
水
指
と
同
種
・
同
時
代
と
思
わ
れ

る
、
大
名
家
に
関
係
す
る
ド
イ
ツ
製
の
塩
釉
藍
彩
炻
器
に
対
象
を
絞
っ
て
検
討
し
た

が
、
そ
の
ほ
か
塩
釉
褐
色
炻
器
ジ
ャ
グ
、
い
わ
ゆ
る
「
髭
徳
利
」
等
を
も
含
ん
で
の
よ

り
広
範
囲
な
舶
載
ド
イ
ツ
製
炻
器
出
土
品
・
伝
世
品
の
受
容
と
流
通
に
つ
い
て
の
考
察

は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。



徳
川
美
術
館
所
蔵
ド
イ
ツ
製
塩
釉
灰
色
藍
彩
炻
器
「
印
花
人
物
文
阿
蘭
陀
焼
手
付
水
指
」

五
六

認
）を
使
用
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
一
六
四
〇
年
十
二
月
三
十
日
は
、
寛
永
十
七
年
十
一
月

十
八
日
と
な
る
。

（
8
）　

フ
ォ
ル
カ
ー
一
九
五
四
、
一
二
二
頁
の
当
該
部
分
は
「1640

（
前
略
）Decem

ber 31th

（
中
略
）Lord Cangadonne: 18 pieces of stone-baked bow

ls for the tsia

［tea

］（
中

略
）Lord Cangadonne w

as the D
aim

yo of K
aga in w

hose daim
iate afterw

ards 
a fine Japanese porcelain w

as also m
ade

（
後
略
）」。「
加
賀
殿
」
は
陶
器
生
産
地
を

治
め
る
大
名
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、V

olker

氏
は
九
谷
焼
の
産
地
で
あ
る
加
賀
藩
を

推
定
し
て
い
る
。

（
9
）　

出
土
資
料
か
ら
、
円
筒
形
の
容
器
類
は
窯
内
で
は
複
数
個
ず
つ
重
ね
て
焼
成
さ
れ
た
こ
と

が
分
か
っ
て
い
る
。
本
作
品
は
口
縁
部
に
の
み
釉
剥
離
が
み
ら
れ
、
底
部
は
無
傷
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
重
ね
焼
き
の
最
上
段
に
伏
せ
て
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ゲ
イ
ム
ス

タ
ー
一
九
九
七
、
四
六
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
10
）　

櫻
庭
一
九
九
九
、
一
〇
七
〜
一
〇
八
頁
に
尾
張
徳
川
家
阿
蘭
陀
手
付
水
指
に
つ
い
て
言
及

が
あ
り
、
こ
の
中
で
も
塗
蓋
と
漆
の
補
修
か
ら
実
用
に
供
さ
れ
た
も
の
と
の
指
摘
が
な
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
櫻
庭
氏
の
本
論
文
は
舶
載
ド
イ
ツ
製
炻
器
に
つ
い
て
の
ほ
と
ん
ど
唯
一
の

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
考
察
で
あ
る
が
、
本
作
品
に
関
す
る
解
説
部
分
に
は
道
具
帳
名
、
お
よ
び

そ
の
伝
来
に
つ
い
て
誤
り
が
あ
る
。
但
し
こ
れ
は
恐
ら
く
当
館
か
ら
当
時
誤
っ
た
曖
昧
な
情

報
を
提
供
し
た
こ
と
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
11
）　G

ヘ
ラ
ル
ド
・

erald D

ダ
ヴ
ィ
ト

avid

（
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
、
一
四
五
〇
／
六
〇
〜
一
五
二
三
）に
よ
る
「
カ
ナ
の

婚
礼
」、
一
五
〇
一
〜
〇
九
年
頃
、
油
彩
、
一
・
〇
〇
ⅿ
×
一
・
二
八
ⅿ
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術

館（
フ
ラ
ン
ス
）蔵
、Collection of Louis X

IV
, IN

V
.1995

）を
例
に
挙
げ
た
い
。
こ
の
作

品
は
主
題
を
聖
書
時
代
に
採
り
な
が
ら
も
自
身
が
活
躍
し
た
同
時
代
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト

の
都
市
ブ
ル
ー
ジ
ュ（
現
在
の
ベ
ル
ギ
ー
北
西
部
）の
風
俗
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
な
お
こ
の
作
品
に
は
大
型
の
ド
イ
ツ
製
炻
器
壺（
胴
部
裾
を
開
き
、
さ
ら
に
指
で

周
囲
を
押
し
た
茶
褐
色
の
実
用
器
）が
酒
壺
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
炻
器
壺
は

一
四
七
六
〜
一
五
五
〇
年
頃
に
ド
イ
ツ
の
レ
ー
レ
ン
、
ジ
ー
ク
ブ
ル
ク
、
ケ
ル
ン
周
辺
で
製

作
さ
れ
た
も
の
と
同
種
と
思
わ
れ
る
。
ド
イ
ツ
製
塩
釉
炻
器
が
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
へ
流
通
し

て
い
た
様
子
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
資
料
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
な
お
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
は
、

現
在
の
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
エ
リ
ア
を
指
す
。

（
12
）　C

キ
プ
リ
ア
ノ
・

ipriano P

ピ
ッ
コ
ル
パ
ッ
ソ

iccolpasso, “Les troys libvres de l’art du potier

（『
陶
芸
三
書
』）” 

（ed.1860

、
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
イ
タ
リ
ア
・
カ
ス
テ
ル
デ
ュ
ラ
ン
テ
で
一
五
五
六
年
頃
に
書
か

れ
た
）, p.27

のFig.95 “Grotesques”

を
参
照
の
こ
と
。
グ
ロ
テ
ス
ク
文
は
当
時
の
壁
画
装

飾
を
写
し
た
古
代
的
・
異
教
的
な
装
飾
文
様
と
さ
れ
て
お
り
、
十
六
世
紀
中
期
イ
タ
リ
ア

に
お
け
る
盛
期
ル
ネ
サ
ン
ス
の
マ
ヨ
リ
カ
陶
器
装
飾
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
。
装
飾
文
様

に
つ
い
て
は
森
田
義
之
「
マ
ヨ
リ
カ
陶
器
」（『
世
界
陶
磁
全
集
』
第
二
十
二
巻　

小
学
館　

一
九
八
六
年
六
月
）一
八
四
〜
一
八
五
頁
も
参
照
の
こ
と
。

（
13
）　
「
尾
張
徳
川
家
十
二
代
斉
荘
と
茶
の
湯
」（『
徳
川
斉
荘
公
と
玄
々
斎
宗
室
』（
展
覧
会
図
録
）

茶
道
資
料
館　

二
〇
〇
三
年
一
月
）。

（
14
）　

前
掲
註（
13
）　

七
七
〜
八
一
頁
に
詳
し
い
。

（
15
）　
『
和
田
戸
山
御
成
記
』（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
）、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
資

料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
に
て
二
〇
一
八
年
十
一
月
三
十
日
陰
影
本
閲
覧（https://

shoryobu.kunaicho.go.jp/

）。

（
16
）　

佐
藤
二
〇
〇
三
、
八
一
〜
八
二
頁
。

（
17
）　J ジ
ャ
ッ
ク
・

ack H

ヒ
ン
ト
ン

inton, T
he A

rt of G
erm

an Stonew
are, 1300-1900 from

 the Charles W
. 

N
ichols Collection and the Philadelphia M

useum
 of A

rt, Philadelphia M
useum

 
and Y

ale U
niversity Press, N

ew
 H

aven and London, 2012

、
八
〜
九
頁
。

（
18
）　

所
蔵
先V

&
A

の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
・R

レ
ベ
ッ
カ
・

ebecca L

ル

フ

マ

ン

uffm
an

氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
こ
の

タ
ン
カ
ー
ド
の
製
作
年
代
や
工
房
に
つ
い
てe-m

ail

で
答
え
て
頂
い
た（
二
〇
一
八
年
十
月

二
十
四
日
付
の
私
信
）。

（
19
）　

ヒ
ン
ト
ン
二
〇
一
二
、
二
一
頁
。

（
20
）　

原
題
はM

em
oir ende aenteekeninge van het gepasserde dat W

illem
 Janssen 

in N
angasacqui is gearriveert tot 13 M

aert dat m
et de joncq Zeelandia near 

Batavia is vertrocken anno 1630. 

（CollectieSw
eers, van V

liet, Specx e.a. Eerste 
A

fdeling N
o.5

）。
永
積
洋
子
訳
『
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記　

第
一
輯　

自
一
六
二
七

年
七
月　

至
一
六
三
〇
年
十
月
』　

岩
波
書
店　

一
九
六
九
年
、
三
四
三
頁
。

（
21
）　

ゲ
イ
ム
ス
タ
ー
一
九
九
七
、
一
〇
二
〜
一
〇
五
頁
、
お
よ
び
ヒ
ン
ト
ン
二
〇
一
二
、
七
〜

八
頁
。

（
22
）　
「
医
学
部
附
属
病
院
看
護
婦
宿
舎
地
点
発
掘
調
査
略
報
」（『
東
京
大
学
構
内
遺
跡
調
査
研
究



徳
川
美
術
館
所
蔵
ド
イ
ツ
製
塩
釉
灰
色
藍
彩
炻
器
「
印
花
人
物
文
阿
蘭
陀
焼
手
付
水
指
」

五
七

年
報
1　

１
９
９
６
年
度
』
東
京
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
、
二
〇
〜
二
二
頁
）。

（
23
）　

櫻
庭
一
九
九
九
、一
〇
九
〜
一
一
〇
頁
。

（
24
）　

東
京
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
・
富
山
市
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
作
成H

P

「
江
戸
富
山
藩
」「
出
土
し
た
茶
道
具
」（
執
筆
：
東
京
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
・
成
瀬
晃
司

http://w
w

w
.city.toyam

a.toyam
a.jp/etc/m

aibun/toyam
ajyo/edo-toyam

ahan/
top/top.htm

　

二
〇
一
八
年
十
一
月
二
十
九
日
閲
覧
）。

（
25
）　

長
崎
県
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
四
年
三
月
。

（
26
）　

立
花
家
史
料
館
主
任
学
芸
員
・
坪
内
広
子
氏
に
よ
れ
ば
、
立
花
家
の
蔵
帳
に
は
詳
細
な
情

報
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
27
）　

墨
書
銘
の
読
解
と
解
釈
は
原
史
彦
氏
よ
り
ご
教
示
を
受
け
た
。

（
28
）　
「（
享
保
）十
八
年
六
月
十
三
日
は
じ
め
て
城
地
に
ゆ
く
の
い
と
ま
を
た
ま
ふ
」（『
新
訂 

寛

政
重
修
諸
家
譜
』
第
十
一
巻　

四
頁
）、「
正
亮
」
の
項
。

図
お
よ
び
挿
図
　
出
典

図
1　

徳
川
美
術
館

図
2
、
3
、
挿
図
1
、
2
、
3
、
9
、
10
、
12
、
13　

筆
者
撮
影

挿
図
4
、
5
、
6　

©
V

ictoria &
 A

lbert M
useum

, London

挿
図
7　

ヒ
ン
ト
ン
二
〇
一
二
、
二
一
頁

挿
図
8　

東
京
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
提
供

挿
図
9
、
10　

筆
者
撮
影　

©

立
花
家
史
料
館

挿
図
11　

ヒ
ン
ト
ン
二
〇
一
二
、
図
版
一
一

謝
辞本

稿
に
関
連
す
る
作
品
調
査
に
あ
た
り
、
西
田
宏
子
氏（
公
益
財
団
法
人 

根
津
美
術
館
／
顧

問
）、
堀
内
秀
樹
氏（
東
京
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
／
准
教
授
）、
坪
内
広
子
氏（
公
益
財
団
法
人 

立
花
財
団 

立
花
家
史
料
館
／
主
任
学
芸
員
）、Rebecca Luffm

an

氏（V
&

A
, Ceram

ics and 
Glass D

ivision / A
ssistant Curator

）に
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
尾
張
徳
川
家
伝
来
の

道
具
及
び
帳
の
理
解
に
つ
い
て
は
四
辻
秀
紀
氏（
公
益
財
団
法
人 

徳
川
黎
明
会 

徳
川
美
術
館
／

学
芸
部
長
）、
原
史
彦
氏（
公
益
財
団
法
人 

徳
川
黎
明
会 

徳
川
美
術
館
／
学
芸
部
部
長
代
理
）に
、

ま
た
史
料
読
解
と
解
釈
に
は
原
氏
、
並
木
昌
史
氏（
公
益
財
団
法
人 

徳
川
黎
明
会 

徳
川
美
術
館

／
学
芸
員
）に
ご
教
示
頂
き
ま
し
た
。
な
お
、
本
稿
は
二
〇
一
八
年
度 

公
益
財
団
法
人 

高
梨
学

術
奨
励
基
金 

特
定
研
究
助
成
「
近
世
日
欧
「
阿
蘭
陀
焼
」
の
基
礎
研
究
─
出
土
資
料
調
査
集
成

お
よ
び
国
産
「
阿
蘭
陀
焼
」 

資
料
の
基
礎
調
査
」
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
す
。
こ
こ
に
記
し
て
、

各
氏
及
び
財
団
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
徳
川
美
術
館　

学
藝
員
）



金　

鯱　

叢　

書　
第
四
十
六
輯
　〔
年
一
回
刊
行
〕

─
史
学
美
術
史
論
文
集
─

平
成
三
十
一
年
三
月
　

三
十
　

日
　
編
集

平
成
三
十
一
年
三
月
　

三
十
　

日
　
印
刷
・
発
行

竹
　
　
内
　
　
　
　
　
誠

徳
　
　
川
　
　
義
　
　
崇

編
集
者

発
行
者

〒
171
─

0031
　
東
京
都
豊
島
区
目
白
三
ノ
八
ノ
十
一

公
益
財
団
法
人
　

徳
川
黎
明
会

電
話
（
3950
）
〇
一
一
一
番
（
代
）

〒
171
─

0031
　
東
京
都
豊
島
区
目
白
三
ノ
八
ノ
十
一

徳
川
林
政
史
研
究
所

電
話
（
3950
）
〇
一
一
七
番
（
代
）

〒
461
─

0023
　
名
古
屋
市
東
区
徳
川
町
一
〇
一
七

徳

川

美

術

館

電
話
（
935
）
六
二
六
二
番
（
代
）

印
刷
所

〒
600
─

8805
　
京
都
市
下
京
区
中
堂
寺
鍵
田
町
二

株
式
会
社
　
図
書

印
刷　

同
朋
舎

電
話
（
361
）
九
一
二
一
番
（
代
）
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